
第1様式(1/3)

2025年

時 期 ２年Ｄ巡 単元 実習 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 ３３時限 石井
必要時限 ３３時限 福田
　指導教員の実務経験 該当 非該当
　⾃動⾞整備⼠として、⾞両整備の実務経験がある教員により⾞両の分解、組⽴、構造、作動及び⾃動⾞の
　電子制御系の電子制御方法、点検方法等を指導する。

　①⽇産ＴＳ３級実技試験に合格する。

　①⽇産ＴＳ３級実技試験に合格する技術を身に付ける事が出来る。
　②パワーウィンドウシステムの故障原因探求が出来るようになる。
　③フロントブレーキの着脱、点検作業が出来るようになる。
　④コンサルトⅢPlas　使用時及び未使用時によるエンジンの故障原因探求が出来るようになる。
　⑤ブレーキの着脱、点検、調整が安全、確実に出来るようになる。
　⑥お客さま対応(整備結果説明)が出来るようになる。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

⾃動⾞整備科・⼀級⾃動⾞⼯学科

科 目 ⾃動⾞整備 教科書等
持参品

発⾏⽇

教科担当　実習ノート

⾞両５（ＴＳ実技）

授業計画

　⽇産３/４級整備テキスト
　サーキットテスタ

　事前に次回の授業内容範囲を予習して、実習ノート、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。
　実習ノート、テキストをもとに、⾃動⾞各部の構成装置の名称、役割、目的を事前に調べてまとめておく。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　１）履修試験での学習評価　　各実技試験　１００点にて総合評価する。
　学習評価（期末試験での主な試験項目）

  　　整備科、ＳＰＭ科、⼯学科　各部門ごと８０点以上で合格
　２）出題試験項目
　　　①コンサルトⅢPlas　使用時及び未使用時によるエンジンの故障原因探求。
　　　②フロントディスクブレーキの着脱、点検。
　　　③暗電流測定、パワーウィンドゥシステムの故障原因探求。
　　　④整備結果説明。

　準備学習



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 　E12 10
2 　ＣＲ１２ＤＥ 10
3 　作業台（大） 10
4 　パーツスタンド 20
5 　E12回路図、配線図 10
6 　電導師 10
7 　コードリール 5
8 　排気ホース 10
9 　ガレージジャッキ 10
10 　リジットラック 40
11 　ダイヤルゲージ 20
12 　マグネットスタンド 20
13 　マイクロメータ（25㎜） 20
14 　トルクレンチ（80Nm） 10
15 　トルクレンチ（140Nm） 10
16 　コンサルトⅢPlas 10
17 　CR12DE回路図 10
18 　サーキットテスタ 各１
19
20
21 　各分野実習ノート 各１
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

　コンサルトⅢPlas　を使用しない⾃己診断モードの説明。

⾃動⾞整備科・⼀級⾃動⾞⼯学科 2024年度 授業計画

２年Ｄ巡 実習 ⾞両５（ＴＳ実技）

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

　実習導入、概要説明。　エンジン分野(コンサルトⅢPlas　によるエンジン点検)概要説明。　
　コンサルトⅢPlas　によるエンジン点検　１。
　コンサルトⅢPlas　によるエンジン点検　２。

　⾞両復元（ジャッキダウン）。

　エンジン分野　模擬試験。
　期末試験　１。
　⾞両ジャッキアップ。　シャシ分野(ブレーキの点検測定)概要説明。
　ブレーキの着脱練習　１。/ブレーキ・パッドの点検、測定
　ブレーキの着脱練習　２。/ディスクロータの厚さ点検。
　ブレーキの着脱練習　３。/ディスクロータの振れ点検。
　シャシ分野　模擬試験。
　期末試験　２。
　期末試験　２。
　期末試験　２。
　期末試験　２。

　電装分野(暗電流測定、パワーウィンドウ回路点検)概要説明。　
　暗電流測定。
　パワーウィンドウ回路点検　１。/正常時電圧分布測定。 　⽇産3級、4級整備⼠

　テキスト 各１
　パワーウィンドウ回路点検　２。/故障原因探求　１。

　期末試験　４。

　パワーウィンドウ回路点検　２。/故障原因探求　２。
　電装分野模擬試験　1。
　電装分野模擬試験　2。
　期末試験　3。
　期末試験　3。
　応対分野(整備結果説明)についての概要説明　。
　整備結果説明練習　１。
　整備結果説明練習　２。
　整備結果説明練習　３。
　整備結果説明練習　４。
　期末試験　４。

　期末試験　４。


